



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































nese Cultures, Literature, and Language
” 
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
大
学Gosciw
it M
alinow
ski
教
授
に
よ
る
。
三
月
十
四
日　
招
待
講
演
「
認
知
言
語
学
か
ら
見
た
日
本
語
と
日
本
文
化
―
中
日
の
相
互
理
解
を
視
野
に
入
れ
て
―
」
中
山
大
学
外
国
語
学
院
講
演
会　
四
月
二
十
七
日　
論
文
「『
ナ
ル
表
現
』
と
は
何
か
―
出
来
・
存
在
・
変
化
の
観
点
か
ら
考
え
る
―
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
司
会
者
『
日
本
認
知
言
語
学
会
論
文
集
』
第
十
九
巻
（
五
七
一
頁
）
論
文
「
日
本
語
の
『
ナ
ル
表
現
』」
日
本
認
知
言
語
学
会
論
文
集
第
十
九
巻
（
五
九
三
～
五
百
九
十
八
頁
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
：
守
屋
三
千
代
（
代
表
）・
角
道
正
佳
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）・
栗
林
裕
（
岡
山
大
学
）
宮
岸
哲
也
（
安
田
女
子
大
学
）
岡
智
之
（
東
京
学
芸
大
学
）
五
月
二
十
九
日　
研
究
発
表
「
見
立
て
の
技
法
と
ダ
ブ
ル•
イ
メ
ー
ジ
」
第
五
回
教
育
学
部
主
催
研
究
会
・
清
水
由
朗
教
授
「
つ
く
る
こ
と
で
学
ぶ
伝
統
文
化
と
こ
と
ば
の
海
」
指
定
討
論
者
八
月
五
日　
研
究
発
表
・
山
本
美
紀
氏
と
共
同
研
究
「
日
本
古
典
文
学
か
ら
見
る
『
ナ
ル
表
現
』」
認
知
言
語
学
会
全
国
大
会
・
関
西
─ 46 ─
学
院
大
学
八
月
二
十
三
日
～
二
十
六
日　
漢
日
対
比
語
言
学
検
討
会
（
西
安
外
国
語
大
学
）
に
参
加
八
月
二
十
四
日　
学
術
サ
ロ
ン
開
催
「
中
日
の
『
笑
い
』
を
め
ぐ
る
対
照
研
究
」
守
屋
三
千
代
（
代
表
）
彭
」
彭
広
陸
（
陝
西
師
範
大
学
）
徐
愛
紅
（
中
山
大
学
）・
岡
智
之
（
東
京
学
芸
大
学
）
八
月
二
十
五
日　
研
究
発
表
「『
ナ
ル
表
現
』
研
究
の
現
在
」
同
検
討
会
の
研
究
分
科
会
で
座
長
を
務
め
る
。
四
月
よ
り
創
価
大
学
俳
句
会
顧
問
九
月
十
日
よ
り
翌
一
月
九
日
ま
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
考
古
学
研
究
所
か
ら
文
学
部
客
員
教
授
と
し
て
迎
え
たBartlo-
m
iej Szm
oniew
ski
氏
の
受
け
入
れ
担
当
教
員
。
中
日
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
編
集
審
議
委
員
◇
山
中
正
樹
教
授
◇
一
月
十
六
日　
講
演
「
世
界
文
学
と
し
て
の
日
本
文
学
を
め
ぐ
っ
て
―
―
川
端
康
成
文
学
の
特
徴
を
題
材
に
―
―
」（
南
京
師
範
大
学
外
国
語
学
院
主
催
学
術
講
座
）
三
月
五
日　
講
演
「
世
界
文
学
と
し
て
の
日
本
文
学
―
―
川
端
康
成
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
を
題
材
に
―
―
」（
湖
南
師
範
大
学
日
本
研
究
系
列
講
座
）
三
月
六
日　
講
演
「
近
代
日
本
文
学
研
究
の
現
在
―
―　
研
究
方
法
を
め
ぐ
っ
て
／
川
端
康
成
「
雪
国
」
の
解
釈　
―
―
」（
湖
南
師
範
大
学
日
本
研
究
系
列
講
座
）
三
月
十
八
日　
論
文
「
満
洲
国
」
の
川
端
康
成
」（「
創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
」
第
二
十
九
号
）
三
月
二
十
一
日　
講
演
「
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
観
に
つ
い
て
―
そ
の
基
本
的
概
念
と
文
学
研
究
へ
の
応
用
の
実
例
―
」（
吉
林
大
学
公
共
外
国
語
教
育
学
院
主
催　
学
術
サ
ロ
ン
）
三
月
二
十
二
日　
講
演
「〈
都
市
空
間
〉
と
文
学　
―
〈
空
間
〉
に
現
れ
た
〈
意
味
〉
を
読
む
―
」（
吉
林
大
学
公
共
外
国
語
教
育
学
院
主
催　
学
術
サ
ロ
ン
）
三
月
二
十
七
日　
講
演
「
日
本
文
化
に
お
け
る
中
国
文
化
の
影
響
―
―
川
端
康
成
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
講
演
「
美
し
い
日
本
の
私
」
を
題
材
に
」（
吉
林
外
国
語
大
学
東
方
言
語
学
院
主
催　
学
術
講
座
）
三
月
二
十
八
日　
講
演
「〈
小
説
〉
の
発
生
と
そ
の
歴
史
的
展
開
」
（
吉
林
大
学
公
共
外
国
語
教
育
学
院
主
催　
学
術
サ
ロ
ン
）
三
月
二
十
九
日　
講
演
「
近
代
小
説
に
見
る
人
間
存
在
の
不
条
理
を
め
ぐ
っ
て
―
横
光
利
一
「
蠅
」・
中
島
敦
「
山
月
記
」
を
中
心
に
―
」
（
吉
林
大
学
公
共
外
国
語
教
育
学
院
主
催　
学
術
サ
ロ
ン
）
三
月
二
十
九
日　
講
演
「
近
代
日
本
文
学
の
基
層
的
特
徴
を
め
ぐ
っ
て
―
―
日
本
人
の
〈
自
我
〉
意
識
の
特
徴
に
つ
い
て
―
―
」（
吉
林
大
学
公
共
外
国
語
教
育
学
院
主
催　
学
術
講
座
）
四
月
十
日　
論
文
「
読
む　
馬
車
は
な
ぜ
転
落
し
た
の
か　
―
横
光
─ 47 ─
利
一
「
蠅
」
の
不
条
理
―
」（「
日
本
文
学
」
六
十
八
巻
第
四
号
）
七
月
二
十
七
日　
講
演
「
村
上
春
樹
の
文
学
世
界　
―
作
品
の
真
相
に
潜
む
も
の
―
」（《
文
学
と
宗
教
》
研
究
会
）
九
月
六
日　
研
究
発
表
「
能
動
的
学
習
と
授
業
内
容
の
質
を
両
立
さ
せ
る
ス
マ
ホ
ク
リ
ッ
カ
ー
を
活
用
し
た
文
学
教
育
の
授
業
」
（「2019
年
度
私
情
協　
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」〔
私
立
大
学
情
報
教
育
協
会
〕
於
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）
一
月
～
三
月　
在
外
研
究
で
、
南
京
師
範
大
学
（
中
国
江
蘇
省
南
京
市
）、
お
よ
び
吉
林
大
学
（
中
国
吉
林
省
長
春
市
）
に
滞
在
。
一
月
～
十
二
月　
日
本
文
学
協
会
委
員
と
し
て
学
会
運
営
・
査
読
等
に
あ
た
る
（
十
二
月
か
ら
は
、
運
営
委
員
を
兼
任
）。、
お
よ
び
川
端
康
成
学
会
特
任
理
事
。
◇
大
塚　
望
教
授
◇
一
月
二
十
六
日　
講
演
「
石
川
啄
木
の
人
生
と
短
歌
」《
文
学
と
宗
教
》
研
究
会
三
月
十
八
日　
論
文
「
初
級
日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
『
あ
る
』
と
『
い
る
』」
『
日
本
語
日
本
文
学
』
第
二
十
九
号
、
創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
三
月
二
十
五
日　
論
文
「
現
代
日
本
語
に
お
け
る
多
機
能
動
詞
―
「
す
る
」
と
「
あ
る
」
―
」
に
よ
り
、
筑
波
大
学
よ
り
博
士
（
言
語
学
）
の
学
位
を
取
得
十
二
月
一
日　
執
筆
「
メ
デ
ィ
ア
授
業
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）
だ
よ
り
②
「
日
本
語
文
法
Ⅰ
」
『
学
光
』
第
四
十
四
巻
第
七
号
、
創
価
大
学
通
信
教
育
部
